
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3016 

令和５年度 美術科 

 

教科 芸術 科目 
美術Ⅰ 単位

数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 高校生の美術１ （日本文教出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・周囲と自分の関わりや新たな気づきが表現につながることに留意しながら学習を進めます。 

・表現の活動では、主題生成の能力・創造物に構想する能力・材料や用具の特性を活かし創意工夫して表す技能

を育成する学習を行います。 

・鑑賞の活動では、美術作品や文化財などから創造の素晴らしさや、生活を心豊かにする美術の

働きを理解する学習を行います。 

・作品制作のほか、振り返りレポートや、生徒間で相互評価を行い、作品に対する客観的な視点

や相互理解を深める学習活動を行います。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・美術教育を通して心豊かな感性と創造力を高め、美術を愛好する心情を養う。 

・制作を通して、主体的に美術の創造活動に取り組み、物事に真摯に向き合う姿勢や個性を認め合える心を育む。 

・芸術に関する基礎的な知識や技法、用具や材料の適切な使用方法を習得する。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

形や色彩、材料や光などの

造形的特徴をとらえて主題

に沿った表現が行えている

か、また、材料や用具の特性

を活かして表現方法を工夫

しているかを評価します。 

造形的な見方、考え方を働か

せて、感じたことや考えたこ

とを創造的に表現できてい

るか、また、他社の各品の良

さを理解し、自身の作品への

客観的視点が養えているか

を評価します。 

主体的に創造活動に取り組

み、新たな気付きや支店を、

表現に組み入れながら活動

に取り組めているかを評価

します 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

授
業
で
扱
う
「美
術
」に
つ
い
て 

【鑑賞】【絵画・彫刻】 

・オリエンテーション 

教科書等を鑑賞し、多様な

表現形式について学び、

「美術Ⅰ」の学習イメージを

持つ。 

・クロッキー 

a:クロッキーの目的を理解し、

鉛筆の特性を生かして表現して

いる。 

b: 対象を見つめて、形体の特徴

をつかみ、画面の構成などを工

夫している 

c: 美術の多様な表現に関心を

持ち、これからの学習に意欲を

高めている 

ノート 

 

 

 

 

 

作品 

ノート ノート 

鉛
筆
で
描
く
と
い
う
こ
と 

【絵画・彫刻】 

１グレースケール 

鉛筆の持つ特有の風合い

と描き味を知り、表現できる

濃淡の幅について学ぶ。 

２立体の光と影 

  鉛筆を用いて基礎的な幾

何形体に濃淡をつけること

で、立体感を出す技法につ

いて学ぶ。 

a: 幾何形体を立体的に描くた

めに必要な材料や用具について

理解するとともに、それらの特

性を生かして表現方法を工夫

し、陰影や立体感を表現してい

る。 

b: 表現形式や素材の特性を生

かし、扱い方を工夫して表現の

構想を練っている。 

c: 紙と鉛筆という素材によっ

て生まれる多様な表現に関心

を持ち、立体の表現に主体的

に取り組もうとしている。 

 

作品 

 

 

 

作品 

 

作品 

 

 

 

作品 

 

レポート 

 

 

 

レポート 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

１植物のデッサン 

前時に学習した基礎的な

立体の描き方を用いて、自

分自身の手の構造を観察

し、鉛筆デッサンで表現す

る。 

２生徒作品の鑑賞 

 完成した作品を掲示してお

互いに鑑賞し、良いところや工

夫を見つける。 

a: デッサンを行うために必要

な材料や用具について理解す

るとともに、それらの特性を

生かして表現方法を工夫し、

陰影や立体感を表現してい

る。 

b: 表現形式や素材の特性を生

かし、素材の扱い方を工夫して

表現の構想を練っている。 

c: 植物の構造をよく観察し、デ

ッサンとして表現することに主

体的に取り組もうとしている。 

 

作品 

 

 

 

 

 

作品 

 

 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

レポート 
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２
学
期 

デ
ザ
イ
ン
っ
て
な
ん
だ
ろ
う 

-

ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
ろ
う 

【デザイン】【鑑賞】 

伝達の効果を考えてイラス

トレーションや文字を検討

し、配置や配色を工夫して

ポスターを構成する。 

１ポスターの鑑賞 

 

２アイデアスケッチ 

テーマに沿ったデザインを

各自で考える。 

(アイデアスケッチ相互鑑賞） 

 

３制作 

 水彩絵の具、その他必要な

素材等を用いて、制作を行

う。 

４相互鑑賞・プレゼンテーショ

ン（全体） 

a: 他者に情報を伝達するとい

う目的や意図に応じて、材料や

用具の特性を生かし、表現方法

を工夫している。コンセプトや

計画を基に制作している。 

b: コンセプトを考え、デザイン

の目的、機能、美しさなどから

主題を生成し、描画材や表現

形式の特性、形や色彩などの

働きを考えて表現の構想を練

っている。 

c: 生活や社会を心豊かにする

美術の働きやデザインの目的

や条件、機能や用途などを考

えて、文化祭のポスターを表

現することに関心を持ち、表

現や鑑賞の活動に主体的に取

り組もうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

コンセプ

トシート 

 

 

 

制作途中

の作品 

 

 

作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンセプト

シート 

 

 

 

制作途中

の作品 

 

 

作品 

 

 

 

 

 

 

 

コンセプト

シート 

 

 

 

制作途中

の作品 

 

 

レポート 

日
本
画 

（水
墨
） 

【絵画】【鑑賞】 

日本の伝統的な芸術作品に

ついて学び、自ら制作すること

で理解を深める。 

１鑑賞 

 

２模写制作 

参考作品を丁寧に観察し模

写する事で水墨の基本を学

ぶ 

 

３作品制作 

テーマを決めて、学んだ技法

を使用してオリジナルの作品

を作る 

 

相互鑑賞 

a: 日本の伝統的な画材の特性

を理解し、意図に応じて材料

や用具の特性を生かした表現

方法を工夫することが出来て

いる。オリジナル作品の制作

背景や作者の意図を追及して

制作している。 

b: テーマを基に感性や想像力

を働かせて、自己の内面を見つ

めて感じ取ったことや考えたこ

とから主題を生成し、表現形式

の特性を生かして、形体、色彩、

構成などを工夫して創造的な表

現の構想を練っている。 

c: テーマをもとに自己の内面

を見つめて表現することに関

心を持ち、表現や鑑賞の活動

に主体的に取り組もうとして

いる。 

 

 

 

 

 

 

習作 

 

 

 

 

制作途中

の作品 

 

 

 

作品 

レポート 

 

 

 

 

 

 

習作 

 

 

 

 

制作途中

の作品 

 

 

 

作品 

 

 

 

 

 

 

習作 

 

 

 

 

制作途中

の作品 

 

 

 

レポート 
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３
学
期 

存
在
に
迫
る
ま
ね
び
の
こ
こ
ろ
・木
彫
制
作 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

１主題の設定 

モチーフを観察し作りたい形と

作品の主題を考える 

 

２構想を練る 

スケッチをもとに完成イメージ

を広げ、材料をどの様に削り

だすか構想を練る 

 

３制作 

発想や構想に応じて材料や用

具の特性を活かし、表現方法

を創意工夫する 

製作途中で相互鑑賞を行い、

意見交換を参考に自分の表

現や主題を明確にする 

 

４鑑賞 

お互いの完成作品を振り返り

シートをもとに発表し合い、作

者の心情や表現の工夫などに

ついて共有する 

a:(知識) 

材料の木材の性質や造形的特徴

を踏まえて、モチーフの形や色

彩を表現するための流れを理解

できているか 

(技能) 

意図に応じて材料や用具の特性

を活かすとともに表現方法を工

夫できているか。 

b:(発想や構想) 

造形的な見方、考え方お働かせ

て感じ取ったことや考えたこと

を創造的に表現できているか。 

(鑑賞) 

他の生徒の作品から見えてくる

よさを感じ取り、表現への理化

を深めることが出来ているか 

c:モチーフを観察してスケッチ

を行い、創造的な表現に結び付

けられたか。鑑賞や振り返りシ

ートで主体性を持って意見交換

や鑑賞に取り組むことが出来た

か 

 

スケッチ 

 

 

 

スケッチ 

 

 

 

 

制作途中

の作品 

 

 

 

 

 

 

作品 

レポート 

 

 

 

 

 

スケッチ 

 

 

 

 

制作途中

の作品 

 

 

 

 

 

 

作品 

 

 

 

 

 

スケッチ 

 

 

 

 

制作途中

の作品 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


